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RE100 まつまえ「再エネ次世代⼈材育成推進協定」を締結 
〜地発地消の再エネを教育資源に、東急不動産をはじめとする「RE100 まつまえ SX パートナーズ」が連携 

⼩中⾼⼀貫で「学び、働き、地元で活躍」する次世代⼈材を育成〜 
 

松前町（所在：北海道松前郡松前町、町⻑：若佐 智弘、以下「松前町」）、松前町教育委員会（所在：北海道
松前郡松前町、教育⻑：宮島 武司、以下「教育委員会」）、北海道松前⾼等学校（所在：北海道松前郡松前町、
校⻑：濵名 ⼀博、以下「松前⾼校」）および東急不動産株式会社（本社：東京都渋⾕区、代表取締役社⻑：星
野 浩明、以下「東急不動産」）の四者は、このたび「RE100 まつまえ 再エネ次世代⼈材育成推進協定」（以下
「本協定」）を締結しました。本協定は、松前町内で地発地消により⽣み出された再⽣可能エネルギーを「つく
り、まもり、いかす」観点から、東急不動産をはじめとする「RE100 まつまえ SX パートナーズ」が連携し、
町⽴の⼩中学校から道⽴の⾼校までの体系的な再エネ・脱炭素教育プログラムを実施します。これは、官⺠が
連携し、進学・就職⽀援から地元就業までを視野に⼊れた、全国でも先進的な⼈材育成の取り組みです。  

 

 
 
 

左から、⼀般財団法⼈⽇本気象協会 執⾏役員 佐々⽊寛介、シーメンス・エナジー株式会社 代表取締役社⻑ ケイト ラッセル 
株式会社関電⼯ RE 営業部⻑ 熊⾕ 克彦、東急不動産株式会社 統括部⻑ 加藤 佳郎、松前町 町⻑ 若佐 智弘、北海道松前  
⾼校 校⻑ 濵名 ⼀博、松前町教育委員会 教育⻑ 宮島 武司、三菱電機株式会社 計画部⻑ 佐々⽊ 裕輔、清⽔建設株式会社  
営業部⻑ 加藤正⼤ 



■本協定の背景  
 松前町は、全国でも屈指の⾵資源に恵まれ、地発地消の再⽣可能エネルギー拠点づくりを推進しています。
東急不動産は 2019 年から松前町において「リエネ松前⾵⼒発電所」の運転を開始して以来、2022 年 3 ⽉には
松前町とまちづくり計画策定に関する協定書を、同年 7 ⽉には教育委員会と再エネ教育に関する協定書を締結
するなど、松前町と共に「⾵を活かしたまちづくり」を推進してきました。 ⼀⽅、松前町では⼈⼝減少が進
み、若⼿⼈材、特に再⽣可能エネルギー分野における技術⼈材の確保が喫緊の課題となっています。加えて、
松前⾼校は昨年度から⽣徒の募集を全国に拡⼤しており、実践的な再エネ教育の充実と⼊学者獲得が同時に求
められています。  

本協定は、これらの地域課題と教育課題に対し、松前町の「地発地消の再エネ」という地域資産そのものを
学習教材として活⽤し、官⺠が連携して⼩学校から⾼校までの⼀貫した教育プログラムを構築することで、児
童⽣徒が地域について学び、地域産業を理解し、地元で働き活躍する循環型の⼈材育成システムを実装するも
のです。これにより、全国でも類例の少ない、地域産業と教育が完全に結びついた先進的なモデルの構築を⽬
指します。  
 
■本協定の特⾊と⽬的  
 本協定の最⼤の特⾊は、松前町内で実際に「つくられている」再⽣可能エネルギーを、単なる学習対象では
なく、児童⽣徒が触れ、体験し、将来の職業選択につなげるリアルな学びの場として活⽤することにありま
す。この三段階の学びを通じて、児童⽣徒は⾃らの地域の産業に対して深い理解と愛着を持ち、地元で輝く⼈
⽣を選択できる環境を整備します。加えて、学校存続に向けて松前⾼校は 2026 年度⼊学⽣から全国募集を開始
し、地域課題を探究する『松前学』を核とした特⾊ある教育を展開しています。本協定により、松前学におけ
る再エネ分野の学びをこれまで以上に充実させ、地域産業と教育を深く接続します。 
 
■本協定の構造 

本協定は、⼩中⾼⼀貫の学びを中核に、地域・企業の現場と接続し、進学・就職⽀援、将来的な地元就業ま
でを⾒据えた仕組みとして設計しています。 
 
【RE100 まつまえ ⼈材育成ステップ図】 

 
 
 
 



■本協定の概要  
・協定名称：RE100 まつまえ 再エネ次世代⼈材育成推進協定  
・協定締結者：松前町、教育委員会、松前⾼校、東急不動産  
・協定期間：3 年間（以後 1 年ごとの⾃動更新）  
・主な内容： 

・松前町内の⼩学校から⾼校までの⼀貫した体系的な再エネ・脱炭素教育プログラムの構築及び実施 
・地域の歴史、産業及び課題を題材とした探究学習及び総合的な学習への反映  
・東急不動産が松前町内で推進する陸上⾵⼒発電事業の施⼯現場での実践的学習機会の提供・職業講話 
・企業⾒学、インターンシップ等によるキャリア教育の充実 
・学校教育と地域産業をつなぐコーディネート機能の強化  
・進学・就職⽀援体制の整備と地元就業の促進  
・松前⾼校の『松前学』等の探究学習における再エネ分野の学習機会の充実 等 

 
■産学官連携プラットフォーム「RE100 まつまえ SX パートナーズ」 
  本協定の実装を⽀える産学官連携プラットフォーム「RE100 まつまえ SX パートナーズ」に、清⽔建設株
式会社、三菱電機株式会社、株式会社関電⼯、シーメンスエナジー株式会社、⼀般財団法⼈⽇本気象協会（順
不同）が参画します。これらの企業は、各社が持つ最先端のノウハウやコンテンツを⽣かし、企業講師による
出前授業、現場⾒学・体験学習、インターンシップ受⼊れ、教材提供などを⾏います。さらに、実際の施⼯現
場の⾒学等を通じて仕事の魅⼒を直接伝え、地域への貢献を⽬指します。  

推進体制は、「RE100 まつまえ再エネ次世代⼈材育成推進会議」を設置し、全体会議（年 1 回）で年間プロ
グラムの⽅針共有、事業⽅針の確認、成果報告、今後の⽅向性の検討を⾏い、実務調整会議（随時）で具体的
な事業調整、進捗管理、課題解決を実施します。松前町と東急不動産が事務局を共同運営し、継続的で質の⾼
いプログラム運営と、参画企業との密接な連携を図ります。  
 
■松前町関係者コメント  
・松前町 町⻑ 若佐 智弘： 

「松前の⾵を学び、活かす⼈材を地域ぐるみで育て、地域で活躍できる道筋を⽰す枠組みです。地発地消の
再エネを教育資源として最⼤限活かし、"⾵を活かした街づくり"を⼈材⾯からも加速してまいります。」  

・松前町教育委員会 教育⻑ 宮島 武司： 
「⼩中⾼の学びを連続させ、企業の実践と結びつけることで、⼦どもたちの興味・関⼼を将来の進路へと導

きます。保護者・地域とも連携し、松前だからこそできる再エネ教育の定着と発展を⽬指します。」  
・北海道松前⾼等学校 校⻑ 濱名 ⼀博： 

「本校は『地元の⼦供を地元で育てる』をコンセプトに教育活動を展開しております。特に注⼒している
『松前学』では、地域課題を探究する中で、地元松前を⽂化、歴史、産業、観光など多様な側⾯から捉
え、地域の企業・団体とともに学びを深めています。中でも松前町が推進する再エネ事業は、探究活動の
重要な柱の⼀つです。本校は 2026 年度⼊学⽣から全国募集を実施しており、再エネ教育を含む探究活動を
通じて、学校活性化と地域活性化の両⽴を⽬指してまいります。」  

 
■SX パートナー参画企業コメント  
・東急不動産株式会社： 

「今回の取り組みは、再エネ拠点づくりを教育・キャリアまで⼀貫体制で進める点にあります。参画企業の
ノウハウや施⼯現場のリアルな学びを⽣かし、⼩中⾼⼀貫の再エネ教育と就職・キャリア⽀援を充実させ、



次世代が松前で学び働き、将来戻ってこられる⼈材循環を実現してまいります。」 
・清⽔建設株式会社：

「松前町の豊かな⾵を活かし、未来を担う⼦どもたちに誇れる『つくる』現場を提供できることを⼤変光栄
に思います。第 2 期陸上⾵⼒発電の施⼯経験を活かし、安全・品質・職⼈の⼼意気を伝え、次世代の技術 
者育成に貢献してまいります。」 

・ 三菱電機株式会社：
「産業界と教育現場をつなぐ本取り組みに賛同し、当社も参画いたします。エネルギーマネジメント分野に

おける最適運⽤・制御技術の知⾒を提供し、次世代⼈材の育成に寄与してまいります。」 
・株式会社関電⼯：

「松前の⾵を「いかす」仕事を誇りに。送配電・保守の実例から地域で活躍する技術者の姿を紹介します。」
・シーメンス・エナジー株式会社：

「松前との協業を通じて、シーメンス・エナジーは次世代の再⽣可能エネルギー⼈材の育成に貢献してまい
ります。世界各地で培ってきた⾵⼒発電ソリューションや、松前⾵⼒の現場最前線で培った保守運⽤の 
知⾒を共有することで、学⽣の皆さんが再⽣可能エネルギー分野でのキャリアに関⼼を持ち、未来を切り 
拓くきっかけとなることを期待しています。」  

・⼀般財団法⼈⽇本気象協会：
「松前町で吹く⾵や⾃然環境の調査の経験を通じ、再エネ理解の深化を後押しします。環境問題や防災の

視点を交えて、地域の暮らしとエネルギーをつなぐ学びを提供します。」 


